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蜂用防護服の開発の現況と課題

北海道では1970年頃からスズメバチの都市

域での発生が問題になり始めた.たまたま筆者

は1970年 4月小樽市保健所環境衛生係長とし

てスズメバチの防駆除業務に従事することにな

った.そのため駆除用防護服は業務の推進上必

要不可欠でありその開発に取り組むことになっ

た.1987年小樽市を定年後,1989年より株式

会社 ミツウマにてスズメバチ駆除業務従事者の

安全と作業の迅速化をはかるため蜂用防護服の

工業生産化に従事し現在に至っている.ここで

はこれらの開発の経過と今後の問題点などにつ

いて述べる.

開発 の動 機

坂 輝彦

図 1に示 したように,小樽市においては

1970年頃よりスズメバチの駆除要請が住民か

ら寄せられ,逐次増加の傾向をたどった.なお

小樽市においてはスズメバチの中でも,やや大

型で攻撃力の強いケブカスズメバチ (本州のキ

イロスズメバチの原亜種)が70%以上を占め

ていたため住民の刺傷被害も1977年には155

人と急激な増加を示すに至った.このようなス

ズメバチの発生動向が蜂用防護服の開発に深く

関与 してきたことは言 うまでもない (松浦,

1988).

その当時駆除に使用 した防護服を図 2に示

した. しかし1976年に製作したゴム合羽生地

を用いたオーバーオール型防護服では､通気性
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図 1小樽市駆除要請届出数と処理件数および刺傷者数 (1970-1944)
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図 2 防護服開発の経緯となった時の様子

A:防護服なし(1970-1972) B:ゴム合羽にミツバチ用面布を使用,面布が片寄ると刺される(1972-1975).

これを基に,頭部に網を付けたオーバーオール型を考案

は殆どないうえ重いため,駆除従事者は大変な

労役を強いられ駆除作業を中断せざるを得ない

ことも起 った.このため軽量で機動的な防護服

の開発が,作業の迅速化を計る上での大 きな課

題となった.

同 じ頃,アメリカ合衆国でも-チ被害が顕在

化 した.たまたま筆者がスズメバチの同定,生

態などについて 1976年以来指導を受けていた

鹿児島大学の山根助教授 (当時北海道大学農学

部大学院生)より1979年, カリフォルニア大

(1976-1980)

学で考案 したクロスズメバチ属やホオナガスズ

メバチ属を中心とした小型のスズメバチ用防護

服の寄贈をうけた.これを用いて小樽市のケブ

カスズメバチの駆除テス トをしたところ大型の

スズメバチ属に対 して顔面が弱い点を除けば軽

量で通気性があり作業に至便などの利点があっ

た (山根ほか,1979).

これを契機として国産生地を使用 し､日本に

多い大型種のスズメバチに適 した軽量の防護服

の開発を進めることにした.

蓑 1 生地材質分析結果

検査項目 A B C 1 2 3 4 6 6 7 8 9 10

I組 織 平織格子 平城格子 平私格子 平轍 平織 平城 縦朱子 綾轍 綾桔 梗縦 桁朱子 縦朱子 府朱子

II 重 さ (g/mz) 391 29.3 351 49.6 612 510 1178 85.4

Ⅲ 厚 さ (mm) 0060 0･096 0065 0･139 0128 0090 0190 0132

Ⅳ
密 度 縦 116 118 110 112 111 110 110 126

(i/loch) iB LO6 114 110 93 76 80 90 86

Ⅴ 組 成 ナイロン ナイロン ナイロン 芸呈,lv ナイロン 芸呈,LL ナイロン 三三,iL

Ⅵ
通 気 性 2224 306 414 340 488 143 137

(cm3/cm'/S) 防水加工 936 367

縦 032 031 041 0･37 030

Ⅶ 摩擦係数

Ⅷ

横 032 031 037 032 031

引張り強さ 縦 336 256 471 67･9

(kgf) 構 179 247 371 469
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027 031 034 033 031 042 032 029

497 137_5 948 893 69.9 1609 1239 1068

521 101,3 827 69.5 47_7 791 749 1082

検査項目Ⅰ～Ⅷ 通産省鶴岡繊維検査所札幌出張所(通気性JIS.L-1096.27-1A法.重さは標準状態における単

位面積当たりの質量.摩擦係数すべて比較値である.).北海道工業試験場包装料(JIS.L-1096.6-12-1A法).

NO.1.6.7.8.9.10.は,ウ-リー系を使用した織物である.

Ⅳ.通気性防水加工にはパラリン (デュミックKK)を使用した.

Aは製品のため通気性 ･引張り強さのテストは行えなかった.
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表 2 アメリカ産生地と国産生地の比較

ア メ リ カ 合 衆 国 生 地 国 産 生 也

織

さ

さ

性気

組

重

厚

通

引張り強さ

線形に目立っ特色あり

非常に軽い

薄 い

通気性があるが,防水加工で

極端に落ちる

弱 い (耐久力がない)

平織が綾織で特色なし

比較して重い

比較して厚い 特にN0.8が厚い

通気性は劣るが,防水加工しても

余り変化しない

強 い 特にN0.8が強い

開 発 の 経 過

各種の生地材質の分析結果を表 1に示 した.

Aはカリフォルニア大学で使用された生地, B

はアメリカでハチ用防護服として使われている

別種類の生地である.Cは1970年頃アメリカ

より他の用途のため日本に輸入されたものであ

る.なお国産品で防護服に使用可能と思われる

代表的生地を表 1 (1-10) に示した (坂,

1980).

-チの攻撃時における各生地表面での滑り具

合を比較するため摩擦係数 (比較値)を調べた

が,アメリカ産と国産の生地との間に特に優劣

は認められなかった.これは半麻酔 (ェ-テル

使用)状態のケブカスズメバチを各生地に止ま

らせたもので,角度 900(垂直)になってもハ

チは滑り落ちることはなかった.なおスズメバ

チの各脚先端には鋭いツメを有 しているため

(Spradbery,1973),硬質材の部分以外では通

常止まれることが可能である.

アメリカと国産の生地の比較を表 2に示 し

た.

以上の結果に基づいて,表 1に示したB,C

の生地と国産生地の中から数点を選び,防護服

4着を試作 し, ケプカスズメバチの最も攻撃力

の強い繁殖期 (9月上旬)に実用テストを行っ

た結果,

(1) アメリカ製生地と国産生地に示すハチ

の関心度には余り差はなかった.またアメリカ

産生地の格子縞と-チの関心度との密接な関係

は見出せなかった.

(2) 生地の厚さ, 表面の滑り具合いが-チ

の刺針を防ぐ決め手とはならない.

(3) ハチの生地に対する関心度 (視覚刺激)

が攻撃を誘発する大きな要因となる.

以上の結果より国産生地の中で若干重いが防

水加工をしても通気性が余り低下せず,耐久性

に優れている表 1に示した N0.8 の生地を選

びこれにヘルメットを着装 した.テス トの結

莱,充分実用に供しうる ｢おたる型防護服 (仮

柿)｣を製作し (図3),小樽市において駆除業

務に使用することにした (坂,1981).

なお ｢おたる型防護服｣については,1980年

9月 22日,大阪府箕面市ににおいて本州のキ

イロスズメバチの駆除テスト (報道公開)を行

い実用可能なことが立証された.

さらに, テスト実施状況については第 27回

日本衛生動物学会北日本支部大会において, 8

ミリ映写機を使用し講演を行った (坂 ･服部,

1981).また,完成 した｢おたる型防護服｣につ

図3 小樽市において,初めて開発した国産生地によ

る防護服 (1980)

手にしているのは駆除したケブカスズメバチ
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図4 種々な形のスズメバチ駆除用防護服

いては ｢生活と環境｣ 誌上に発表 した (坂,

1982).

この防護服の開発により,その後増加 (図 1

参照)傾向にある小樽市の-チ駆除業務の迅速

化が計られ,住民の刺傷被害の軽減に役立っと

ころ大であったと自負 している.

工業製品化への歩み

図 4は筆者がこれまで試作 したスズメバチ

防護服の一部である (坂,1985).衣型式及び

頭部型式により,以下のタイプに分類される.

1)着衣のタイプ

① ゴム合羽型

スズメバチ用の防護服が全 くない頃は,全

国的 (特に養蜂業者)に市販のゴム合羽にミ

ツパテ用面布を装着 したものが多く使用され

(1965-1980), 小樽市においても同じであ

った .

② オーバーオール型

地方自治体,害虫防除業者,養蜂業者にお

いて種々な材質によりオリジナルなものが開

発され使用されてきたが,着衣はオーバーオ

ール型が殆どであった.筆者の試作品も全て

オーバーホール型である (図 4).

2)頭部のタイプ

① 帽子型 (ミツパテ用その他):(図 4A,

C)

② ヘルメット型 (オー トバイ用ヘルメッ

ト改造など) なお①との併用もある: (図 4

のB,F)

③ ェントツ型 (豊中市で開発された豊中

型ともいうが,全国的に余り普及されていな

い):(図4D,E)

スズメバチ防護服の着衣のタイプ,東部のタ

イプの分類方法については,外国においてもほ

ぼ同じであるが,欧米諸国においては頭部は頭

からすっぽり被るタイプのものが多い.

工業製品化にともなう改良点

1)着衣

3段ファスナー接続型への改良.

安全性の確保 と生産 コス トの低減のため 3

段ファスナー接続方式とした.オーバーオール

型は十字交差ファスナーが開発されていないの

で (図 4A,B),繋ぎ部分がスムーズにいかな

い.
従って頭部,上衣,下表を分離 し,ファスナ

ーで接続することにより,激動時でも外れるこ

とがないようにした (図 4D).なお,下表ズボ

ン部分のバンド調節により,180cm (日本人の
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図5 現在生産している

体型より勘案)以下の人であれば誰にでも着れ

るようにした (図4E).

2)頭部について

-チから放射される毒液を完全に防ぐには,

顔面が網である帽子型,-ルメット型では充分

でなく,また防止装置の装着が困難であるため

エントツ型 (豊中型)を改良することにした

(図5).

とくに腐心したのは,顔面透明フードの曇り

であるが,試作品を大阪府下において何回もテ

ストし,3次にわたる改善をほどこし曇を解消

した.

3)生地の変遷

試行錯誤を重ねた結果ポリエステルの平織に

塩化 ビニルをコー トした総厚 0.32mmの生地

｢おたる5M型｣

を開発し,上市 した.しかし軽量であるために

作業性は充分であったが,夏期作業には発汗に

より防護服内部の湿度と温度の上昇をきたし,

保護面のくもり及び作業者の強度の疲労負担を

生ずるに至った.そこでポリエステル系500デ

ニール×500デニールの平織りとし,表面を熱

ロール (アイロンの一種)で平滑にし,更にそ

の上にテフロンの発水処理 はどこした総厚

'0.30mmの生地を採用 した.この生地の採用に

よりムレや防護面内のくもりが解消し,また夏

期の猛暑の時でも充分対応できるに至った.し

かし当社パンフレットにも記載してあるが,オ

オスズメバチに対してはこの生地では対応がで

きないので駆除にあたっては前処理 (薬剤,捕

虫具など)を要する.なおその他のハチに対し
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ても駆除には充分に注意 し慎重な対応が必要で

ある.図 5は現在生産 している防護服である.

今後の問題点

蜂用防護服の工業化にあたり問題点として,

全ての-チに有効で,軽量かつ実用的で,さら

に廉価であることが条件となるが,そのような

防護服の開発は至難なことである.蜂用防護服

使用の主体をなしているスズメバチの駆除を実

施 してきた地方自治体,さらに駆除に手慣れて

いる養蜂業者においては,スズメバチの駆除技

術が年々高度になってきている.こうした中

で,より軽量で実用のある防護服の開発が強く

要請されてきており,特にこの傾向は大都市に

おいて顕著である.一方,直接駆除せずに住民

に防護服の貸出を行っている地方自治体, シル

バー人材センターなどや,初めてハチの駆除を

手掛ける地方自治体などでは,実用性より安全

性を重視する傾向にある.また防護服の利用範

囲も,学術研究から,趣味的な蜂巣採取,また

最近では建築業での資材置場の管理,建設,土

木,電気設備業など,ますます多岐にわたって

いる.このような状況の中で現在市販中の ｢お

たる5M型｣がスズメバチの駆除に完全なもの

で利用者の満足を得ているとは考えていない.

今後試行錯誤を繰り返し,より完全なものを目

指してユーザーの皆様方に満足してもらえる防

護服の開発に努力したい.また当社の防護服を

使用し,より有効な駆除作業ができるようにハ

チ駆除マニュアルを作成配布することで現在作

業を進めている.

おわりに

近年都市近郊における,スズメバチの住民へ

の刺傷被害,不快昆虫としての重要度は益々増

加の傾向にある.住民の不安感にともなう緊急

的スズメバチ駆除作業は止むをえざる必要措置

で今後継続 していかなければならない現況にあ

り,大きな社会問題となっている.一方でスズ

メバチは本来的には山野林,農産業などの有害

虫を捕食する益虫として人間社会に貢献 してい

る面も見逃せない (松浦,1988).駆除一辺倒

でなく人類との共存,また自然生態系と都市開

発のあり方について,抜本的な対策を考える時

代が近付きつつあるといえる.

(〒047 小樽市奥沢4126-1 (秩)ミツウマ)
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The author developed the protective suit

againstthevespinewasps(Vespa-suit)whichis

notonlygoodforcontrolbutalsousefulfor

scientiflCresearchon thedangerousanimals

Duringpast25years,morethan10typesof

experimentalVespa-Suithavebeen examined

forbothsafetyandmobilityinthefieldtest.

Althoughtheauthor'Seffortenabledtomake

thecommercialVespa-suit"Otaru5M type'1he

describesthatthefurtherimprovementisstill

needed forgetting perfectpracticalperform-

ance.


